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整備後（5～10年）の利活用例備後（ 年） 利活用例

音更川合流点下流②（中洲・枝流） 相生中島下流

途別川

音更川合流点下流①

十勝川温泉より下流

相 中島 流

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

相生中島上流（右岸） 十勝中央大橋下流

十勝中央大橋下流
（メン川合流点下流）

相生中島上流（右岸） 十勝中央大橋下流
（途別川合流点下流）

3



整備後（5～10年）の利活用例：音更川合流点下流①

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 イネ科植物（クサヨシ、ススキ等）やキク科植物（オオヨモギ等）が生育する草原

利活用例 散策 バ ドウォッチング 魚釣り 近隣地域住民の避難場所 など利活用例 散策、バードウォッチング、魚釣り、近隣地域住民の避難場所 など

ノゴマ

バードウォッチング

魚釣り

整備後イメージ図 整備後イメージ写真
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整備後利活用イメージ写真

魚釣り



整備後（5～10年）の利活用例：音更川合流点下流②（中洲・枝流）

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 イカルチドリ等が生息する礫河原と中洲林。樹林に囲まれた枝流。

利活用例 バードウォッチング等の自然観察 など

礫河原と中洲林

イカルチドリ

整備後

バードウォッチング

整備後イメージ図

イメージ写真

整備後利活用イメージ写真枝流の保全
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整備後（5～10年）の利活用例：相生中島上流（右岸）

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 水鳥や水生動物が生息する水域・湿地

利活用例 釣り、トンボ＆水生昆虫採り、バードウォッチング、ボート遊び など

水鳥類 バードウォッチング 魚釣り

トンボ類

整備後イメージ図 整備後イメージ写真 整備後利活用イメージ写真

トンボ類
トンボ採り ボート遊び
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整備後（5～10年）の利活用例：相生中島下流

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 まばらに植物が生育し、イカルチドリ等が生息する礫河原

利活用例 カヌ やゴムボ トツア での休息 バ ドウォッチング など利活用例 カヌーやゴムボートツアーでの休息、バードウォッチング など

中洲での休息

整備後イメージ図
整備後

イメージ写真 整備後利活用イメージ写真
イカルチドリ

バードウォッチング
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整備後（5～10年）の利活用例：十勝中央大橋下流（メン川合流点下流）

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 多様な湿地を含む環境

利活用例 湿生生物（カエル、水生昆虫、トンボ類）採集・観察地、環境教育の場 など

アキアカネ 環境教育

整備後イメージ図 整備後イメージ写真 整備後利活用イメージ写真アマガエル

トンボ採集
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整備後（5～10年）の利活用例：十勝中央大橋下流（途別川合流点下流）

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 水域はトンボ類や水生昆虫類の生息環境として保全、周辺樹林は生長
その背後の高水敷は草原その背後の高水敷は草原

利活用例 川の環境変遷を学習・観察する場、湿生生物（カエル、水生昆虫、トンボ類）の採集
及び環境教育の場 など

水生昆虫

整備後イメージ図 整備後イメージ写真
（保全される樹林内の水域）

整備後利活用イメージ写真
（河川環境観察・環境教育） 9



整備後（5～10年）の利活用例：十勝川温泉より下流

十勝川
十勝エコロ
ジーパーク

十勝川温泉音更川

相生中島

札内川

項目 内容

整備後に予想される環境 タンチョウやシギ・チドリ類等の水鳥が飛来する浅場環境

利活用例 バードウォッチングポイント など

整備後イメージ図 整備後イメージ写真 整備後利活用イメージ写真
（バードウォッチング）
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～十勝川中流部川づくりワークショップまとめ（案）～

「次世代に引き継ぐ十勝川」を目指して

本ワークショップは、十勝川中流部の治水安全度の向上を図るにあたり、より良い
川づくりに向けて、関係する様々な立場のメンバーが知見、意見を出し合い、現地調
査等も実施しながら、具体案の検討を進め、最善の方法を求めて意見集約を行い、
川づくりの方向性を取りまとめたところであり、その内容は今後の整備において反映
されていく必要がある。

しかしながら、川は地域の方々の生活に密接に関係し、様々な生物の生息・生育・しかしながら、川は地域の方々の生活に密接に関係し、様々な生物の生息 生育
繁殖の場として貴重な空間を形成するとともに、出水など自然の営力の中で変化し
ていくものであることを踏まえ、今後の整備にあたっては、整備後の変化などを検証
しながら進めるともに、引き続き河川管理者と地域の方々が連携し、本ワークショップ
の取りまとめ内容を基本としつつ、状況に応じてその内容を見直す柔軟性も必要と考
えている。

十勝川は広大な十勝の平野や大地などの基盤を成し、昔から様々な生物や人々十勝川は広大な十勝の平野や大地などの基盤を成し、昔から様々な生物や人々
の生活、産業などに多くの恵みをもたらしてきた川である。本ワークショップの成果が
「次世代に引き継ぐ十勝川」として十勝川らしい自然環境の保全・形成も含め、十勝
の発展に大きな恵みをもたらすことを強く願って、本ワークショップのまとめとしたい。
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ワークショップ終了後の進め方（案）

今後の川づくりの進め方について

募集 象河 川
地域住民
募集対象：
・WSメンバー
・十勝川中流部に

河 川
管理者 関わりのある個

人・団体
・関連企業等

管理者
関連企業等

－活動内容（案）－－実施に向けて－ 活動内容（案）
・地域との連携・調整
・WS案に沿って、
工事が行われているかの確認

実施に向けて
・広範囲な樹林伐採や掘削への対応
・居住地に隣接した箇所での河川事業
・観光（十勝川温泉等）との連携･調整 工事が行われているかの確認

・利活用方法・整備内容等の調整・確認

観光（十勝川温泉等）との連携 調整
・地域産業への影響（食害等）に
関する対応

12


